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（Abstract）

 The japanese minnow Pseudorasbora parva (Temminck et Schlegel, 1846) (Cyprinidae) having a wide geographical 
distribution in the Japanese Archipelago, is considered to be a factor threatening the endangered conspecific P. pumila 
subsp. sensu Nakamura, 1963 having a narrow geographical distribution surrounding the Noubi Plain.  The suspected 
mechanism of threatening is infertility of offspring produced through interbreeding between these two species.  The present 
study examined the breeding period of P. parva in a farm pond in Inuyama City of Aichi Prefecture, located within the P. 
pumila’s distribution range.  The gonadosomatic index (GSI) of P. parva dramatically increased from March to April and 
suddenly decreased from June to July for both sexes.  The suggested breeding period from April to June of P. parva largely 
overlaps that of the endangered P. pumila reported by Ohnaka et al. (2001).  In some cases the coexistence between these 
two species was observed, but in other cases only P. parva survived and P. pumila disappeared.  Maehata (1997) speculated 
that such difference might be explained by the genetic difference between the native and exotic types of P. parva.  But this 
is only a hypothesis and there is no water body where their coexistence is observed under natural conditions at present.  For 
conservation of the highly endangered P. pumila, it is strongly recommended not to allow introduction (neither intentional 
nor accidental) of P. parva into the P. pumila’s habitats.

はじめに

  モツゴ Pseudorasbora parva はかつて関東以西の本
州，四国，九州に分布していたコイ科魚類である（中
村，1969）. その後，主にコイなどの移植の際に混入し，
分布を広げたと考えられ（稗田，1984；幸地，1991

など），現在では北海道から琉球列島の日本各地での
生息が知られている（内山，1989）．国外では,朝鮮半島，
台湾，沿海州から北ベトナムまでのアジア大陸東部に

も分布している（細谷，1993）．このように広い地理
的範囲に生息できることは , 本種が高い生態的柔軟性
を持つことを示しており , 繁殖期をはじめとするさま
ざまな生態的イベントの季節性にも地域差があること
が推察される（御勢・水野，1972）．
  一方 , モツゴにきわめて近縁なウシモツゴ P. pumila 
subsp. sensu Nakamura, 1963 は，環境省のレッドリス
トでは最も絶滅が危惧される「絶滅危惧IA類」とされ，
その保全上の脅威のひとつとして，近縁種であるモツ
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ゴとの交雑による繁殖阻害が指摘されている . そこで ,
本研究では , ウシモツゴが局所的に生き残る一方で ,
広域分布種であるモツゴも分布する愛知県犬山市にお
いて , 両種にとって典型的な生息環境であるため池を
調査地に選定し , モツゴの繁殖生態の実態を明らかに
するために野外調査を行った . そして , ウシモツゴの
繁殖生態に関する既存の知見（大仲ら，2001）と比較
して，保全上の課題を検討した．
  

方　法
  
  調査は 2000 年 2 月から同年 10 月まで犬山市の今井
に位置する北洞南池（東経 35 度 21 分，北緯 137 度 1 分）
で行った．本調査地は入鹿池流入河川の一つである成
沢川に流れ込む農業用ため池である．採集にはアミモ
ンドリを用い，比較的水温が高く本種の活性が高い 4

月から 9 月までは 1 時間程度で引き上げ，その他の月
は 3 から 5 時間後に引き上げた．採れた個体は，中村

（1969）に従い，現地で臀鰭の形態から雌雄の判別を
試み，判別のできた個体の一部を分析用標本として採
取し , 残りの個体は判別のつかない個体（未成魚とし
た）とともに放流した．標本用の個体は現地で 10％
フォルマリンで固定し，自宅に持ち帰り，その日のう
ちに全長，体長，体重，生殖腺重量を計測した．全
長と体長についてはノギスで精度 0.1mm まで計測し，
体重や生殖腺重量については電子天秤により 0.001g

まで計測した．生殖腺重量指数（GSI（%））は以下の
式で計算した．

GSI ＝生殖腺重量／体重× 100

　同時に採れた魚類や池周辺で観察された生物につい
ては種の判別を現地で行い，記録後，直ちに放流した．
採集と同時に水温の測定を行った．水温については池
表面から深さ 30cm 程度でアルコール温度計を用い測
定した．

結　果
                        

調査地の水温変化と魚類相
                        
　Fig. 1A に調査日に測定した北洞南池における水温
変化を示す．調査期間中の水温は，調査開始時の 2 月
に最低値の 5.0℃を示した．その後，4 月の調査時に
15℃に達し，5 月には 20℃を超え，7 月には最高値

30.4℃を記録，8 月にかけて 28.9℃の高い値を維持し
たが，9 月には著しく低下して 21.9℃となり，調査終
了時の 10 月は 16.9℃であった．
　調査期間中，モツゴとともに採集された魚類は，タ
モロコ Gnathopogon elongates elongatus とヨシノボリ
属 Rhinogobius の一種の 2 種であった．ヨシノボリ属
の一種については 2006 年 10 月 30 日に北洞南池を水
源とし，直下に位置する虎熊大池流入水路で得られ
た同属種が 2005 年に独立種であることが提案された
トウカイヨシノボリ Rhinogobius sp. TO（鈴木・坂本，
2005）と同定されたことから，本研究で当時，北洞南
池で採集されたヨシノボリ類もトウカイヨシノボリで
ある可能性が高い．

モツゴの雌雄判別と採取個体数
                        
  中村（1969）に従い，臀鰭の第 2 不分岐鰭条と第 3

不分岐鰭条がほぼ密着し臀鰭前縁が滑らかな直線をな
す個体を雄，第 2 不分岐鰭条がやや前方に張り出し先
端部が急に外湾して第 3 不分岐軟条に連絡しているた
めに臀鰭前縁が屈折する個体を雌として , 現地での雌
雄判別を試みた．判別した個体を自宅に持ち帰り生殖
腺の状態を調べたところ，この臀鰭の外観による雌雄
判別が有効であることが確認できた．
  ただし，この臀鰭の形態の特徴は性的なものである
ため，小型の未成熟なものでは顕著ではない．本調査
で生体時に肉眼で判別出来た最小個体は，雌で体長
28.8mm，雄では体長 29.7mm で，それ以下の個体は
現地での肉眼による判別は困難であった．
　今回の調査期間中に雌雄を判別し標本として採集・
分析した総個体数は，雌が 57 個体，雄が 73 個体であっ
た（第 1 表）．月別の標本個体数は , 雌は 2 個体（9 月）
から 13 個体（4 月と 7 月），雄は 2 個体（3 月）から
16 個体（4 月）であった．

雌の GSI 値の季節的変化
                        
　雌の GSI 値の平均値と標準誤差を月別に Fig. 1B に
示した．GSI 値は 3 月から 4 月にかけて 4.3 から 11.1

に急上昇し， 5 月には 12.3 の最高値に達した． 6 月に
は GSI 値が大きく低下したが，まだ 8.0 と比較的高い
値を示していた．7 月には値がさらに低下して 2.5 と
なり，3 月の値をも下回り、8 月には 1.6 と最低値を
示した．9 月，10 月には GSI 値は 8 月よりもわずか
に高い値を示した． 

第１表．月毎に採集されたモツゴの個体数と体長の範囲 .

Table 1. Number of individuals and their body size range of Pseudorasbora parva collected monthly.
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第１図．北洞南池における水温とモツゴの雄と雌の生殖腺指数の季節変化 .

Fig.1. Seasonal change in water temperature and gonadosomatic indices for males and females of Pseudorasbora parva in Kitabora-
minami pond.
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雄の GSI 値の季節的変化

                        
　雄の GSI 値の季節的な変化は，雌のそれとほぼ同
じ傾向を示した（第 1 図 C）．すなわち，3 月から 5

月かけて増加し，2.3 とピークに達した．6 月には
GSI 値はやや低下しながらも 1.9 と高い値を維持した
が， 7 月になると急減した後 , 緩やかに 9 月まで減少
し，10 月にはわずかに値が増加した．

考　察
                        
　モツゴの成熟した雄は体全体が黒化した婚姻色を
呈する . しかし , 東京近郊で 12 月上旬から 1 月中旬
頃に婚姻色を呈した雄を確認した報告があり（青柳，
1957），この時期は繁殖期とは考えにくいことから ,

婚姻色の呈した個体の出現を繁殖期にあることの判断
基準にすることは適当ではない可能性がある．本調査
では 4 月から 8 月にかけて婚姻色の発現した個体が観
察された．ただし，7 月から 8 月にかけて採集された
婚姻色の発現をしていた個体の割合は他の月に比べ，
明らかに少なかった．
　婚姻色の他に繁殖期を推測するには , 繁殖活動の直
接観察の他にも , 生殖腺の発育の程度や当歳魚個体の
出現時期など , 繁殖に関係のあるデータを用いる方
法がある . 本研究では , 体重と生殖腺重量を計測して
GSI 値を算出し , 生殖腺の発育の程度の指標とした . そ
の結果 , 犬山市北洞南池におけるモツゴの繁殖期は ,

雌雄ともに GSI 値が急速に高まる 4 月から，その値
が急激に低下する直前の 6 月までであると推測され
た .

　本種の繁殖活動にかかわる環境要因として , 産卵開
始を促すのは春期の水温上昇（15 から 20℃）であり，
日長の増加がさらに成熟を加速させていると報告され
ている（朝比奈ほか，1985；Asahina　et al. ，1990）．
本調査で観察された調査地の水温の値も，4 月から 6

月までは 15.0℃から 24.0℃に上昇する時期であり , 日
長も増加する時期にあたり , 産卵開始を促すとされる
水温上昇の時期と今回推測された繁殖期とは一致し
た .
　本種の繁殖期に関する中部日本における先行研究の
事例と比較すると，群馬県館林市では 4 月上旬から 7

月上旬（中村，1969），東京都狛江市多摩川では 3 月
下旬から 6 月（Asahina et al．，1990），長野県では 5

月から 7 月頃（信州魚貝類研究会，1980），岐阜県養

老町では 4 月下旬から 7 月中旬（内山，1987），広島
県では 4 月から 8 月（比婆山科学教育振興会，1990）
となっている . これらの研究例は，繁殖期を推測した
方法に関して言及されていないものもあるが，調査の
間隔・頻度や , 調査を実施した年の気候条件等のばら
つきの影響を考えると，本州中部における本種の繁殖
期はおおむね 3 月末から 4 月に始まり，盛夏もしくは
それに至る直前に終了するものとみてよいだろう．
　ところで，本調査を実施した犬山市内には別の池に
同属で環境省の絶滅危惧種ＩA 類（環境省，2003）で
あるウシモツゴが生息しており，この種の保全は地域
の自然を保護するうえで非常に優先度の高い課題であ
る．ウシモツゴの生息地にモツゴが侵入した場合，結
果的にウシモツゴ個体群が絶滅することが知られてお
り（細谷，1979；大仲・森 ，2005），ウシモツゴの保
全上，モツゴの侵入を防ぐことが重要課題であるとい
える．
　侵入したモツゴがウシモツゴに対してどのような影
響を与えるのか，現時点では明らかにされていないが，
ウシモツゴの別亜種で，中部地方北部から東北地方に
かけて分布し環境省の絶滅危惧ＩB 類に指定されてい
るシナイモツゴ P. pumila pumila の生息地にモツゴが
侵入した場合には異種交雑が起こり，その両種の F1

雑種は不稔となるために，産卵期がモツゴよりも短い
シナイモツゴが，産卵期が長く柔軟な繁殖特性を持つ
モツゴに置換してしまうことが知られている（細谷，
2003）．ウシモツゴの生息地にモツゴが侵入した場合
にも，同様の現象が生じることで，ウシモツゴが絶滅
に追いやられる可能性が懸念される．
　大仲ら（2001）は，犬山市内でウシモツゴの体長分
布を調査した結果，繁殖期が 4 月下旬から 7 月上旬で
あると推定している．本研究で推定されたモツゴの繁
殖期と比較すると，犬山市内に生息するウシモツゴと
モツゴの繁殖期はほぼ一致している，少なくとも大き
く重複していることが示された．このことは，上述し
たシナイモツゴに見られるような繁殖活動を介してモ
ツゴの悪影響がウシモツゴに及び，両種が共存できな
い可能性は十分にあると考えられる． 
　しかし，興味深いことに，ウシモツゴとモツゴの場
合，両種が野外水域で共存していた例がいくつか記録
されている．岐阜県養老町の両種が共存するため池で
は，モツゴの繁殖期の開始時期が 4 月下旬とウシモ
ツゴより 1 ヶ月ほど遅く，遊泳層の垂直分布もモツゴ
が中層，ウシモツゴは低層と，時間的・空間的なすみ
分けが行われていたと報告されている（内山，1987）．

現在，このため池は埋め立てられて消失し，自然個体
群は絶滅している．
　本調査を実施した犬山市内においても，塔野地にあ
る中島池（北緯 35 度 22 分，東経 136 度 58 分）で両
種が昭和 20 年代に共存していたとされ，地元住民も
モツゴを「クチボソモロコ」，ウシモツゴを「イシモ
ロコ」と呼び分けていたという（小島宏氏私信）．し
かし，現在，この池には侵略性の高い捕食者でもある
外来魚のオオクチバスとブルーギルが定着しており，
ウシモツゴはまったく確認されていない．この数年は，
NPO 法人犬山里山学研究所が中心となり，大勢の市
民の参加を得ながら池干しによる外来魚駆除を行うと
ともに，池に生息する魚類のモニタリングを実施して
いる．しかし，モツゴ属魚類としてはモツゴしか採集
されず，ウシモツゴは絶滅したと考えられる．
　岡崎市の天上池でも , モツゴとウシモツゴが共存し
ていたが，現在，ウシモツゴは絶滅してしまっている

（前畑，1997）．モツゴが侵入してウシモツゴが絶滅す
る場合と，両者が共存してきた場合のあることについ
て，前畑（1997）は，ウシモツゴと共存できるタイプ
の在来のモツゴと，他の地域からコイ Cyprinus carpio

などの移植に伴って侵入した，ウシモツゴと共存でき
ないタイプの外来のモツゴがいる可能性を指摘して
いる．この指摘を裏付けるように，国内のモツゴ属
魚類の遺伝的分析を行った結果に基づき，Watanabe et 
al.（2000）は日本国内に分布するモツゴには日本在来
と考えられる型と，1940 年代に中国から侵入したと
考えられる外来型の 2 つの型が存在することを示して
いる．
　それでもなお，ここで紹介したモツゴとウシモツゴ
の共存事例は長期的な観察に基づくものではないた
め , ウシモツゴと侵入したモツゴとが競合して，ウシ
モツゴがモツゴに置換されつつある過程を観察し，そ
れを永続的に共存していると誤認した可能性も捨て切
れない．前畑（2003）では，ウシモツゴの減少原因と
してモツゴの関与していることに言及しているが，モ
ツゴにウシモツゴと共存できる型が存在する可能性を
推測した自説（前畑，1997）には触れていない．
　2007 年現在，ウシモツゴの生息水域はきわめて極
限され，モツゴと同所的に生息している水域はまった
く知られていない．モツゴの在来型，外来型がウシモ
ツゴに与える影響に違いがあるとの仮説は非常に興味
深いが，それを野外で検証する機会を得ることは , 現
在では難しいと考えられる．
　モツゴとの交雑が悪影響を与える可能性が想定され

る限りは，既知のすべてのウシモツゴの生息水域にお
いては偶発的なものであれ意図的なものであれ，モツ
ゴの侵入を徹底して防止することが，ウシモツゴの保
全上きわめて重要な対策となる．とくにモツゴは池の
魚として移植されることの多いコイやフナ類 Carassius 
spp.（特にヘラブナ Carassius cuvieri var.）の種苗に混
入して各地に生息域を拡大してきた経緯があることか
ら，モツゴそのものを移植しなくとも他の魚種を池に
導入しようとする際には , モツゴの混入がないか細心
の注意が必要である．ウシモツゴの生息水域自体にコ
イやフナ類の放流をすることは考えにくいが，用水路
等でつながった池にモツゴが侵入することでも，リス
クは十分に高くなることを忘れてはならない．
　今回の調査地も，山あいのわき水を主な水源とする
農業用ため池で，流入水量の少なさや貯えた水の利用
状況により水位変動が激しい．2006 年夏期には水位
が著しく低下し，調査で魚類が全く採集されなくなっ
ていた（市川哲生博士私信）．さらに , 同年 10 月 30

日には池干しがなされ，水源からごく少量の水が流れ
る程度で，池の中には水がほとんど無くなっていた．
このように，本研究の実施場所においても，調査の際
に生息していたモツゴをはじめとする魚類が，最近も
生息し続けているかどうかは確認できていない．この
ように，ため池の管理として，池の所有者あるいは管
理者の事情によって，魚類の生息を排除するような
手入れがなされることもあり得るので , ため池に生き
残っている魚類を保全するうえでは，ため池の管理の
観点からの十分な注意と配慮も必要である．
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雄の GSI 値の季節的変化

                        
　雄の GSI 値の季節的な変化は，雌のそれとほぼ同
じ傾向を示した（第 1 図 C）．すなわち，3 月から 5

月かけて増加し，2.3 とピークに達した．6 月には
GSI 値はやや低下しながらも 1.9 と高い値を維持した
が， 7 月になると急減した後 , 緩やかに 9 月まで減少
し，10 月にはわずかに値が増加した．

考　察
                        
　モツゴの成熟した雄は体全体が黒化した婚姻色を
呈する . しかし , 東京近郊で 12 月上旬から 1 月中旬
頃に婚姻色を呈した雄を確認した報告があり（青柳，
1957），この時期は繁殖期とは考えにくいことから ,

婚姻色の呈した個体の出現を繁殖期にあることの判断
基準にすることは適当ではない可能性がある．本調査
では 4 月から 8 月にかけて婚姻色の発現した個体が観
察された．ただし，7 月から 8 月にかけて採集された
婚姻色の発現をしていた個体の割合は他の月に比べ，
明らかに少なかった．
　婚姻色の他に繁殖期を推測するには , 繁殖活動の直
接観察の他にも , 生殖腺の発育の程度や当歳魚個体の
出現時期など , 繁殖に関係のあるデータを用いる方
法がある . 本研究では , 体重と生殖腺重量を計測して
GSI 値を算出し , 生殖腺の発育の程度の指標とした . そ
の結果 , 犬山市北洞南池におけるモツゴの繁殖期は ,

雌雄ともに GSI 値が急速に高まる 4 月から，その値
が急激に低下する直前の 6 月までであると推測され
た .

　本種の繁殖活動にかかわる環境要因として , 産卵開
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ている（朝比奈ほか，1985；Asahina　et al. ，1990）．
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る．ウシモツゴの生息地にモツゴが侵入した場合，結
果的にウシモツゴ個体群が絶滅することが知られてお
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かけて分布し環境省の絶滅危惧ＩB 類に指定されてい
るシナイモツゴ P. pumila pumila の生息地にモツゴが
侵入した場合には異種交雑が起こり，その両種の F1
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　大仲ら（2001）は，犬山市内でウシモツゴの体長分
布を調査した結果，繁殖期が 4 月下旬から 7 月上旬で
あると推定している．本研究で推定されたモツゴの繁
殖期と比較すると，犬山市内に生息するウシモツゴと
モツゴの繁殖期はほぼ一致している，少なくとも大き
く重複していることが示された．このことは，上述し
たシナイモツゴに見られるような繁殖活動を介してモ
ツゴの悪影響がウシモツゴに及び，両種が共存できな
い可能性は十分にあると考えられる． 
　しかし，興味深いことに，ウシモツゴとモツゴの場
合，両種が野外水域で共存していた例がいくつか記録
されている．岐阜県養老町の両種が共存するため池で
は，モツゴの繁殖期の開始時期が 4 月下旬とウシモ
ツゴより 1 ヶ月ほど遅く，遊泳層の垂直分布もモツゴ
が中層，ウシモツゴは低層と，時間的・空間的なすみ
分けが行われていたと報告されている（内山，1987）．

現在，このため池は埋め立てられて消失し，自然個体
群は絶滅している．
　本調査を実施した犬山市内においても，塔野地にあ
る中島池（北緯 35 度 22 分，東経 136 度 58 分）で両
種が昭和 20 年代に共存していたとされ，地元住民も
モツゴを「クチボソモロコ」，ウシモツゴを「イシモ
ロコ」と呼び分けていたという（小島宏氏私信）．し
かし，現在，この池には侵略性の高い捕食者でもある
外来魚のオオクチバスとブルーギルが定着しており，
ウシモツゴはまったく確認されていない．この数年は，
NPO 法人犬山里山学研究所が中心となり，大勢の市
民の参加を得ながら池干しによる外来魚駆除を行うと
ともに，池に生息する魚類のモニタリングを実施して
いる．しかし，モツゴ属魚類としてはモツゴしか採集
されず，ウシモツゴは絶滅したと考えられる．
　岡崎市の天上池でも , モツゴとウシモツゴが共存し
ていたが，現在，ウシモツゴは絶滅してしまっている

（前畑，1997）．モツゴが侵入してウシモツゴが絶滅す
る場合と，両者が共存してきた場合のあることについ
て，前畑（1997）は，ウシモツゴと共存できるタイプ
の在来のモツゴと，他の地域からコイ Cyprinus carpio

などの移植に伴って侵入した，ウシモツゴと共存でき
ないタイプの外来のモツゴがいる可能性を指摘して
いる．この指摘を裏付けるように，国内のモツゴ属
魚類の遺伝的分析を行った結果に基づき，Watanabe et 
al.（2000）は日本国内に分布するモツゴには日本在来
と考えられる型と，1940 年代に中国から侵入したと
考えられる外来型の 2 つの型が存在することを示して
いる．
　それでもなお，ここで紹介したモツゴとウシモツゴ
の共存事例は長期的な観察に基づくものではないた
め , ウシモツゴと侵入したモツゴとが競合して，ウシ
モツゴがモツゴに置換されつつある過程を観察し，そ
れを永続的に共存していると誤認した可能性も捨て切
れない．前畑（2003）では，ウシモツゴの減少原因と
してモツゴの関与していることに言及しているが，モ
ツゴにウシモツゴと共存できる型が存在する可能性を
推測した自説（前畑，1997）には触れていない．
　2007 年現在，ウシモツゴの生息水域はきわめて極
限され，モツゴと同所的に生息している水域はまった
く知られていない．モツゴの在来型，外来型がウシモ
ツゴに与える影響に違いがあるとの仮説は非常に興味
深いが，それを野外で検証する機会を得ることは , 現
在では難しいと考えられる．
　モツゴとの交雑が悪影響を与える可能性が想定され

る限りは，既知のすべてのウシモツゴの生息水域にお
いては偶発的なものであれ意図的なものであれ，モツ
ゴの侵入を徹底して防止することが，ウシモツゴの保
全上きわめて重要な対策となる．とくにモツゴは池の
魚として移植されることの多いコイやフナ類 Carassius 
spp.（特にヘラブナ Carassius cuvieri var.）の種苗に混
入して各地に生息域を拡大してきた経緯があることか
ら，モツゴそのものを移植しなくとも他の魚種を池に
導入しようとする際には , モツゴの混入がないか細心
の注意が必要である．ウシモツゴの生息水域自体にコ
イやフナ類の放流をすることは考えにくいが，用水路
等でつながった池にモツゴが侵入することでも，リス
クは十分に高くなることを忘れてはならない．
　今回の調査地も，山あいのわき水を主な水源とする
農業用ため池で，流入水量の少なさや貯えた水の利用
状況により水位変動が激しい．2006 年夏期には水位
が著しく低下し，調査で魚類が全く採集されなくなっ
ていた（市川哲生博士私信）．さらに , 同年 10 月 30

日には池干しがなされ，水源からごく少量の水が流れ
る程度で，池の中には水がほとんど無くなっていた．
このように，本研究の実施場所においても，調査の際
に生息していたモツゴをはじめとする魚類が，最近も
生息し続けているかどうかは確認できていない．この
ように，ため池の管理として，池の所有者あるいは管
理者の事情によって，魚類の生息を排除するような
手入れがなされることもあり得るので , ため池に生き
残っている魚類を保全するうえでは，ため池の管理の
観点からの十分な注意と配慮も必要である．
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（要　旨）

大仲知樹：犬山市のモツゴの繁殖期 .

モ ツ ゴ Pseudorasbora parva（Temminck et Schlegel, 
1846）は日本全国に広く分布しているが，環境省
絶滅危惧 IA 類に指定され濃尾平野周辺に局所的
に分布するウシモツゴ Pseudorasbora pumila subsp. 
sensu Nakamura, 1963 の存続を脅かす要因である
とされている．両種が交雑すると , 稔性のない仔
を産出する疑いがある．本研究では , ウシモツゴ
の地理的分布域に含まれる愛知県犬山市のため
池で , モツゴの繁殖期を調査した．モツゴの生殖
腺重量指数（GSI）は，雌雄どちらも，3 月から
4 月にかけて劇的に上昇し，6 月から 7 月にかけ
て急速に低下し，本種の繁殖期は 4 月から 6 月で
あると推測され，大仲ら（2001）が報告したウシ
モツゴの繁殖期と大きく重複することが示唆され
た．ウシモツゴとモツゴは共存が観察された例も
あるが，モツゴだけが生き残りウシモツゴが消失
した例もあり，前畑（1987）はその違いを在来型
モツゴと外来型モツゴという遺伝的な差に求める
仮説を提示しているが，現在では両者が自然環境
下で共存している水域はまったく確認されていな
い．絶滅が危惧されるウシモツゴの保全のために
は，その生息地にモツゴが意図的であれ偶発的で
あれ侵入を確実に防ぐことが求められる．

 岡山県の中新統勝田層群高倉層からの Casuarina（モクマオウ属，
モクマオウ科）および Livistona（ビロウ属，ヤシ科）の発見
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Discovery of Casuarina (Casuarinaceae) and Livistona (Palmae) from the Miocene
Takakura Formation of the Katsuta Group in Okayama Prefecture, Japan

Haruyuki Ina * , Atsushi Ujihara ** and Takashi Ichihara**

はじめに 

　前期中新世－中期中新世境界付近の日本列島周辺は
著しく温暖な海洋環境にあったことが貝類や植物など
の化石の証拠から明らかにされている（土 , 1985; 糸
魚川・津田 , 1986a; 1986b など）．植物化石では，マン
グローブ植物などの熱帯～亜熱帯気候を示す花粉化石
の産出（山野井ほか , 1980; 山野井 , 1984; 森・山野井 , 
2003 など）が知られているが，大型植物については
明確に熱帯～亜熱帯気候を示す化石の産出例は非常に
少ない．
　筆者らは近年，岡山県津山市の勝田層群において大
型植物化石の採集を行い，本層群上部の高倉層より，
現在おもに熱帯～亜熱帯に生育する植物であるモクマ
オウ科（Casuarinaceae）モクマオウ属（Casuarina）の
小枝と果実およびヤシ科（Palmae）ビロウ属（Livistona）
の葉の化石を発見した．本稿ではこれらの化石につい
て報告し，その産出の意義をのべる．
　ここで記載した標本は豊橋市自然史博物館に収蔵さ
れている .

地質概要および化石産地

　河合（1957）によれば，中新統勝田層群は先第三系
の基盤岩類を不整合に覆い，下位から植月層，吉野層，
高倉層に区分される．化石は第 1 図に示す Loc. 1（津
山市勝北総合スポーツ公園南の露頭）および Loc. 2（同
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第１図．化石産地図 .




